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占領期における昭和天皇と宮中側近
―占領初期の天皇巡幸の変遷と特徴―
日本史学専修　藏滿　茂明
［要約］
本研究は昭和期における天皇制及び天皇像の転換を、特に第二次大戦後の対日占領期間
中において行われた「象徴天皇制」への転換に着目して分析することを目的とする。終戦
に伴い、日本の国家指導層には天皇制を存続させる「国体護持」が共通の目的として存在
していた。右の目的を達成するため、宮内大臣や侍従長といった天皇の側近（以下、宮中
側近）は戦争責任の追及を逃れた政治家と共に様々な政策を実施した。特に敗戦による混
乱状態であった民衆を慰撫する目的で行われた「戦後巡幸」は、天皇制を占領統治に利用
したい GHQ 側に対し、その有用性を示すことにおいて重要な役割を果たした。本研究では、
はじめに 1945 年 11 月 13 日から天皇の発案により伊勢神宮への終戦報告を目的として実
施された伊勢神宮行幸に着目した。民主化及び非軍事化を主題とする初期占領政策におい
て伊勢神宮への行幸を実施しようとした場合、宮中側近は天皇が戦前以来持っている大元
帥としての「軍人イメージ」 によって GHQ や「反軍意識」 を強く持つ民衆からの抵抗を
予想した。GHQ によって伊勢神宮行幸が許可される方法を模索していた宮中側近は天皇像
を転換させることで行幸の実施を果たした。実際の伊勢神宮行幸では、以前まで行幸に参
加していた侍従武官が供奉員から除外され、さらに陸海軍の大元帥服が中心であった天皇
自身の服装が「天皇服」に変化した。つまり天皇像から軍事的要素が排除された。しかし
右は元首や現御神としての天皇像は残存しており、同段階では象徴天皇とも異なる天皇像
であった。 また行幸先における民衆の「好」 反応や天皇制に否定的な GHQ 関係者意見を
変化させるという効果をもたらした。右の結果は宮中側近に巡幸が国内を安定させ、さら
に GHQ に天皇制を存続させることの有用性を示すために利用可能であることを認識させ
た。 また GHQ に対しても、 民衆の混乱・秩序低下を防止する目的で天皇が巡幸を行うこ
とを提案させるに至った。 この伊勢神宮行幸における「成功」 及び GHQ からの提案によ
って一連の戦後巡幸が実施される。最初に実施された神奈川巡幸では、伊勢神宮行幸にお
いて転換された天皇像から、さらなる転換が図られた天皇像が披露された。右の背景とし
ては巡幸の計画主体である宮中側近の構成人員が変化したことがあげられる。昭和天皇の
退位を主張する人員を含む構成であった宮中側近が主として留位を主張する人員構成に変
化したことで、巡幸の政策目的そのものが天皇の留位を前提としたものに変化したのであ
る。その後、幾つかの変化を見せる戦後巡幸であるが、全体を通じての政策意図は国内の
安定をはじめ、GHQ だけでなく連合国各国をはじめとした国際世論に対し天皇制存続の有
用性をアピールすることであった。よって戦後巡幸は国内外に向けた天皇・宮中側近によ
る天皇制存続の積極的アプローチであったと考えられる。
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